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問
近
年
、
気
温
が
30
度
を
超
え
る
日
数
が
大

幅
に
増
加
し
て
お
り
日
常
生
活
環
境
に
お
け

る
熱
中
症
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
、
児
童
生
徒
等
の
健
康
管

理
に
向
け
た
注
意
喚
起
を
行
う
な
ど
、
学
校

に
お
け
る
熱
中
症
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

①
現
在
、
小
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
熱

中
症
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

②
熱
中
症
か
ら
児
童
生
徒
の
命
を
守
る
た

め
に
も
各
小
中
学
校
の
体
育
館
に
冷
暖
房
設

備
を
設
置
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答
①
環
境
の
整
備
と
い
た
し
ま
し
て
、
熱
中

症
の
疑
い
の
あ
る
症
状
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
体
を
冷
却
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
や
保
冷
剤
を
保
健
室
や
職
員
室

で
保
管
し
、
備
え
る
と
と
も
に
、
救
急
要
請

を
行
う
こ
と
の
で
き
る
体
制
に
し
て
い
ま
す
。

各
種
活
動
実
施
に
関
す
る
判
断
と
し
て
、

熱
中
症
事
故
防
止
の
た
め
に
は
、
暑
熱
環
境

に
お
い
て
各
種
活
動
を
中
止
す
る
こ
と
を
想

定
し
、
そ
の
判
断
基
準
を
職
員
間
で
共
通
認

識
し
、
熱
中
症
の
危
険
性
を
判
断
す
る
基
準

と
し
て
は
、
暑
さ
指
数
（
W
B
G
T
）
を
使

用
し
て
い
て
、
各
小
中
学
校
に
「
熱
中
症
指

数
計
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

暑
さ
指
数
が
31
度
以
上
の
時
は
、
体
育
、

部
活
動
は
中
止
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
に
対
す
る
声
か
け
と
し
て
、
熱
中

症
事
故
防
止
に
関
し
て
、
こ
ど
も
が
自
ら
体

調
を
意
識
し
、
必
要
な
時
に
は
人
に
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
よ
う
、
発
達
段
階
等
に
応

じ
て
適
切
に
促
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
職
員
室
前
に
熱
中
症
警
戒

ア
ラ
ー
ト
を
表
示
し
、
夏
休
み
中
の
部
活
動

は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票
を
使
用
し
た
体
調
管
理

を
行
い
、
開
始
時
間
を
早
朝
に
す
る
等
し
ま

し
た
。

②
空
調
設
備
を
導
入
す
れ
ば
、
体
育
の
授

業
や
部
活
動
、
学
校
行
事
や
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
等
に
利
用
の
巾
が
広
が
り
、
熱
中
症

対
策
と
し
て
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
学
校
の
体
育
館
を
災
害
時

の
避
難
所
に
指
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多

く
の
人
が
集
ま
っ
て
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る

環
境
設
備
の
整
備
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。冷

房
は
も
ち
ろ
ん
暖
房
に
も
効
果
が
あ
る

空
調
の
種
類
や
台
数
、
導
入
事
例
を
参
考
に

比
較
検
討
し
、
補
助
金
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
導
入
で
き
る
よ
う

協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本年 3 回目の定例会が 9 月 4 日から 9 月18日にかけて開催されました。
2 日目に当たる 6 日には一般質問が行われました。

町政に対する 一般質問町政に対する 一般質問

尾 野  浩 士  議員

各
小
・
中
学
校
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

松茂中学校体育館内
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問
障
害
者
権
利
条
約
は
、
障
が
い
者
の
人
権

及
び
基
本
的
自
由
の
享
有
を
確
保
し
、
障
が

い
者
の
固
有
の
尊
厳
の
尊
重
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
障
が
い
者
の
権
利
の
実

現
の
た
め
の
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
条
約

で
す
。

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
「
日
常
生

活
用
具
給
付
事
業
」
は
、
市
町
村
の
行
う
地

域
生
活
支
援
事
業
の
う
ち
、
必
須
事
業
の
一

つ
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

視
覚
障
が
い
者
の
危
険
回
避
の
観
点
か
ら
、

命
を
救
う
傘
、
そ
し
て
静
か
な
傘
と
し
て
開

発
さ
れ
た
の
が「
サ
イ
レ
ン
ト
・
ア
ン
ブ
レ
ラ
」

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
サ
イ
レ
ン
ト
・
ア
ン
ブ
レ
ラ
」
の

必
要
性
を
鑑
み
、
日
常
生
活
用
具
の
対
象
品

と
し
て
、
ご
検
討
を
願
い
、
な
ら
び
に
、
松

茂
町
独
自
の
障
が
い
者
支
援
体
制
の
対
策
に

つ
い
て
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
障
が
い
者
へ
の
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事

業
の
対
象
用
具
は
、
そ
の
要
件
、
用
途
及
び

形
状
を
国
が
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
を
も
と

に
各
自
治
体
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
給
付

対
象
種
目
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

松
茂
町
の
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
の

対
象
種
目
と
し
ま
し
て
は
、現
在
、障
が
い
者・

42
種
目
、
障
が
い
児・40
種
目
、
難
病
患
者
等・

18
種
目
を
規
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

視
覚
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
も
の
は
14
種

目
で
、
主
な
も
の
は
、
視
覚
障
が
い
者
用
の

拡
大
読
書
器
や
活
字
文
書
読
上
げ
装
置
な
ど

が
あ
り
、
原
則
と
し
て
実
質
1
割
負
担
で
購

入
で
き
ま
す
。

「
サ
イ
レ
ン
ト
・
ア
ン
ブ
レ
ラ
」
は
、
傘
に

当
た
る
雨
音
が
低
減
さ
れ
る
構
造
で
あ
る
た

め
、
視
覚
障
が
い
者
の
自
立
生
活
支
援
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
有
効
な
用
具
で
あ
る
と
拝

察
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
松
茂
町
で
は
、
視
覚
障
が
い
者
の

外
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

が
同
行
し
、安
全
に
移
動
の
援
護
を
行
う
「
同

行
援
護
」
や
「
移
動
支
援
」
な
ど
既
存
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
対
応
し
て
お
り
、
日
常
生
活

用
具
給
付
等
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
国
の
動
向
を
注
視
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
松
茂
町
で
は
、
独
自
の
障
が
い
者

支
援
と
い
た
し
ま
し
て
、
か
ね
て
か
ら
「
福

祉
手
当
」を
身
体
障
が
い
者
、知
的
障
が
い
者
、

精
神
障
が
い
者
、
寝
た
き
り
の
高
齢
者
等
に

対
し
、
年
額
5
千
円
を
毎
年
支
給
し
て
お
り

ま
す
。

今
後
も
障
が
い
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続
き
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ここが知りたい！

金 森  恵美子  議員

議会会議録は松茂町立図書館及び議会ホームページにて
12月から閲覧可能となります。

詳細についてはホームページに掲載している会議録をご
参照下さい。

障
が
い
者
日
常
生
活
用
具
の
支
援
に
つ
い
て
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問
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
道
水
を
安
心
し
て
使
え

る
よ
う
に

①
水
道
水
の
安
全
性
確
保
の
対
策
は
。

②
水
道
水
中
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
暫
定
目
標

値
の
設
定
は
。

③
水
質
基
準
お
よ
び
検
査
方
法
等
、
水
質
検
査
計

画
、
検
査
結
果
の
公
表
は
。

答
①
安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
供
給
出
来
る
よ
う
、
毎
月
、

国
に
登
録
さ
れ
た
検
査
機
関
で
水
質
検
査
を
実
施
し
、
ま
た
、

毎
日
検
査
の
項
目
で
あ
る
、色
度
、濁
度
お
よ
び
残
留
塩
素
は
、

上
下
水
道
課
職
員
が
適
切
に
行
っ
て
い
ま
す
。

②
水
道
水
中
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に
係
る
検
査
は
、
年

1
回
、
水
質
検
査
を
行
い
、
検
査
を
始
め
た
令
和
2
年
以
降
、

検
査
結
果
の
最
小
表
示
で
あ
る
1
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
2
ナ
ノ

グ
ラ
ム
未
満
と
な
っ
て
お
り
、
国
が
示
し
て
い
る
暫
定
目
標

数
値
の
25
分
の
1
以
下
の
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
水
質
基
準
お
よ
び
検
査
方
法
等
、
水
質
検
査
計
画
、
検

査
結
果
の
公
表
は
、
水
道
法
施
行
規
則
に
基
づ
き
、
水
質
検

査
計
画
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
年
に
1
回
、
水
質
検
査
結
果

を
月
に
1
度
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

再
問

①
原
水
か
ら
各
家
庭
に
運
ば
れ
る
水
の
流
れ
の
説

明
を
。

②
漏
水
調
査
、
老
朽
管
の
調
査
は
。

答
①
旧
吉
野
川
か
ら
汲
み
上
げ
ら
れ
た
水
は
原
水
と
呼
ば
れ
、

主
に
4
つ
の
工
程
に
よ
り
浄
水
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。
凝
集
、

沈
で
ん
、
ろ
過
、
塩
素
注
入
で
す
。
原
水
に
臭
気
の
あ
っ
た
場

合
な
ど
は
活
性
炭
を
注
入
し
、
水
質
の
安
定
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
程
を
経
て
、水
道
水
は
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
、

各
ご
家
庭
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
老
朽
管
調
査
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
経
過
年
数
の
多
い

管
を
主
と
し
て
、
耐
震
化
事
業
に
合
わ
せ
安
定
的
な
配
水
が
出

来
る
よ
う
計
画
的
に
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

漏
水
調
査
は
、
ほ
ぼ
漏
水
箇
所
も
な
い
た
め
、
現
在
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
検
針
時
に
お
い
て
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の

点
検
、
ま
た
、
工
事
の
立
会
時
に
周
辺
状
況
な
ど
、
日
常
的
に

漏
水
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

板 東  絹 代  議員

水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い
て問

2
0
2
5
年
大
阪
・
関
西
万
博
が
4
月
13
日
～

10
月
13
日
の
期
間
、
大
阪
夢
州
に
て
開
催
。

①
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
松
茂
町
の
取
組
み
は
。

②
各
小
中
学
校
の
関
西
万
博
へ
の
教
育
旅
行
支
援

（
入
場
料
支
援
）
や
出
前
授
業
の
取
組
み
は
。

③
多
く
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
客
）
の
集
客
が

で
き
る
よ
う
取
組
み
は
。

答
①
西
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ナ
共
和
国
と
の
交
流
を
通
し
て
、

S
T
E
A
M
教
育
や
S
D
G
s
の
松
茂
町
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
一
段
と
高
め
る
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
松
茂
町
の
名
前
を
、
全
国
は
も
ち
ろ
ん
、
で
き
れ
ば
世
界

に
広
め
た
い
」
そ
う
い
う
意
欲
を
も
っ
て
、
来
年
の
大
阪
・

関
西
万
博
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②
現
在
、
長
原
小
学
校
は
、
万
博
パ
ビ
リ
オ
ン
「
い
の
ち

の
遊
び
場
　
ク
ラ
ゲ
舘
」
の
協
奏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
モ
ザ
イ

ク
タ
イ
ル
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ガ
ー
ナ
共
和
国
と
の
「
万
博
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
、

町
内
小
中
学
校
の 

S
T
E
A
M
教
育 
や 

S
D
G
s 

を
活
か

し
た
事
業
へ
の
参
画
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

松
茂
町
の
子
ど
も
た
ち
の
万
博
見
学
に
つ
い
て
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
ま
す
。

③
松
茂
町
も
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
「
イ
ー
ス
ト
と
く
し

ま
観
光
推
進
機
構
」
で
は
、

関
西
圏
の
観
光
協
会
や

D
M
O
、
旅
行
会
社
と
協
力

し
て
、
広
域
循
環
ツ
ア
ー
や

周
遊
ル
ー
ト
を
企
画
し
、
体

験
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提

供
や
、
食
と
癒
や
し
の
ツ

ア
ー
、
伝
統
文
化
に
触
れ
る

企
画
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
松
茂
町
も
こ
の
周

遊
ル
ー
ト
に
組
み
込
ま
れ
る

予
定
で
す
。

こ
の「
機
構
」に
働
き
か
け
、

松
茂
町
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
問イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
客
に
向
け
、
観
光
地
の
外

国
語
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ

の
説
明
書
な
ど
を
つ
く
る
考
え
は
あ
る
か
。

答「
機
構
」
の
英
語
版
、
台
湾
・
香
港
版
旅
行
ガ
イ
ド
と
、
歴

史
民
俗
資
料
館
の
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
使
用
し
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
拡
大
を
目
指
す
た
め
に
も
、「
機
構
」
と

協
議
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
に
つ
い
て

2025 万博パビリオン「いのちの遊び場クラゲ館」
©steAm Inc. & Tetsuo Kobori Architects All Rights Reserved

まつしげ町議会だより　2024.11　第 98 号 4



5

問
家
庭
内
で
の
介
護
の
状
況
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
介
護
を
行
う
家
族
の
方
へ
の
支
援

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
現
に
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
ご
家
族
に
対

し
、「
介
護
用
品
の
支
給
」、
ま
た
、
認
知
症

高
齢
者
の
見
守
り
事
業
と
し
て
、「
携
帯
電
話

等
に
よ
る
位
置
検
索
シ
ス
テ
ム
加
入
料
金
等

の
助
成
」
や
、「
見
守
り
シ
ー
ル
の
交
付
」
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
介
護
用
品
支
給
」
で
は
、
国
の
事
業
に
町

独
自
の
上
乗
せ
を
し
、
対
象
と
な
る
ご
家
族

に
、
月
額
8
千
円
を
上
限
に
、
紙
お
む
つ
、

尿
取
り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、
清
拭
剤
、

ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
等
の
介
護
用
品
を
支
給

し
て
お
り
ま
す
。

「
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業
」
で
は
、
高

齢
者
が
徘
徊
な
ど
で
行
方
不
明
と
な
っ
た
場

合
に
、
そ
の
高
齢
者
の
居
場
所
を
検
索
し
、

判
明
し
た
位
置
情
報
を
ご
家
族
に
連
絡
す
る

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
場
合
の
加
入
料
等
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
等
で
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
印
刷
し
た
ラ

ベ
ル
シ
ー
ル
を
交
付
す
る
事
業
も
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
高
齢

者
の
衣
服
や
帽
子
、
か
ば
ん
な
ど
の
持
ち
物

に
貼
り
付
け
る
た
め
の
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
を
交

付
し
ま
す
。
シ
ー
ル
を
身
に
つ
け
た
お
困
り

の
様
子
の
高
齢
者
を
見
つ
け
た
方
に
、
シ
ー

ル
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
等
で

読
み
取
り
操
作
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご

家
族
へ
連
絡
、
発
見
場
所
な
ど
を
伝
え
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、

地
域
の
方
な
ど
が
気
軽
に
集
い
、
お
互
い
に

理
解
し
合
う
場
と
な
る
よ
う
、
年
に
2
回
程

度「
認
知
症
カ
フ
ェ
」を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
と
介
護
す
る
ご
家
族
の
身
体
的
、

精
神
的
、
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、
個
別
相
談
や
広
報
な
ど
を
通

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
各
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

村 田  茂  議員

介
護
を
さ
れ
て
い
る
家
族
の
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

まつしげ町議会だより　2024.11　第 98 号5
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委員会付託案件以外で審査し、可決した内容

選挙第 2号 松茂町ほか二町競艇事業組合議会議員の選挙

同意第 3号 教育委員会委員の任命について

諮問第 1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

報告第 3号 令和 5年度健全化判断比率の報告について

報告第 4号 令和 5年度資金不足比率の報告について

報告第 5号 令和 4年度松茂町水道特別会計継続費精算報告書について

総
務
総
務
総
務
総
務  

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
総
務
常
任
委
員
長

立
井
　
武
雄

令
和
6
年
度
松
茂
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）
所
管
分

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
債
で
臨

時
財
政
対
策
債
3
0
0
万
円
の
増
額

は
、
今
年
度
、
当
初
予
算
編
成
時
に

仮
算
定
で
1
千
4
0
0
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
し
た
が
、
新
年
度
、
本
算

定
に
よ
り
確
定
し
た
も
の
で
す
。

こ
ち
ら
は
、
国
に
お
け
る
普
通
交

付
税
の
財
源
不
足
分
を
、
自
治
体
が

起
債
に
よ
り
充
当
し
、後
年
10
分
の
10

の
交
付
税
措
置
を
受
け
る
制
度
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
4
月
以
降

の
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
組
み

替
え
に
よ
る
も
の
と
、
電
子
計
算
費

で
4
4
2
万
7
千
円
の
増
額
は
、
自

治
体
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
伴
う
も
の

で
す
。

ま
た
、
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、

歳
入
額
が
歳
出
額
を
上
回
っ
た
た

め
、
差
額
8
4
7
万
2
千
円
を
財
政

調
整
基
金
に
積
み
立
て
る
補
正
を
い

た
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
事
項

Q	

電
子
計
算
費
の
補
正
は
、
自
治

体
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
関
連
し

て
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

も
っ
と
詳
細
な
内
容
を
お
聞
き

し
た
い
。

A	

国
の
政
策
と
し
て
地
方
自
治
体

が
使
用
す
る
基
幹
系
業
務
シ
ス

テ
ム
及
び
様
式
等
を
全
国
で
統

一
、
標
準
化
を
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
標
準
化
の
対
象
事
務

は
20
業
務
あ
り
、
国
が
推
進
す

る
共
通
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
、

「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
」
を
利

用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今

回
の
補
正
予
算
は
そ
れ
に
伴
う

も
の
で
、
第
5
次
L
G
W
A
N

（
エ
ル
ジ
ー
ワ
ン
）
回
線
に
切
り

替
え
に
必
要
な
役
務
費
4
3
1

万
6
千
円
、
ル
ー
タ
賃
借
料
11

万
1
千
円
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。」
と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

産
業
建
設

産
業
建
設

産
業
建
設

産
業
建
設		

常
任
常
任
委
員
会

委
員
会

　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
長
　

尾
野
　
浩
士

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

松
茂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
東
側
の
農
地
が
事
業
用
地
へ
土
地

利
用
が
変
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新

た
に
1
路
線
、認
定
し
、
長
岸
19
号
線

に
お
い
て
、
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

第 3 回定例会の議決の結果、選挙第 2 号、同意第 3 号、諮問第 1 号、報告第 3 号〜第 5 号
の 3 件、議案第33号〜第48号の16件については、原案どおり可決しております。

委員長レポート委員長レポート
常 任 委 員 会

まつしげ町議会だより　2024.11　第 98 号 6
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町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

松
茂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
西
側
の
農
地
が
事
業
用
地
へ
土
地

利
用
が
変
化
し
た
こ
と
に
伴
い
、
町

道
と
し
て
必
要
が
な
く
な
る
た
め
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
事
項

Q	

町
道
を
廃
止
し
た
後
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
ん
で
す
か
。

A	

侵
入
出
来
な
い
よ
う
に
バ
リ

ケ
ー
ド
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

令
和
5
年
度
松
茂
町
水
道
特
別

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の 

�

処
分
に
つ
い
て

地
方
公
営
企
業
法
第
32
条
第
2
項

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
5
年
度
松
茂

町
水
道
特
別
会
計
未
処
分
利
益
剰
余

金
に
つ
い
て
は
、
令
和
5
年
度
松
茂

町
水
道
特
別
会
計
決
算
に
伴
い
生
じ

ま
し
た
剰
余
金
を
処
分
す
る
も
の
で

す
。未

処
分
利
益
剰
余
金
の
当
年
度
末

残
高
は
2
千
8
9
8
万
4
千
1
2
4

円
で
、
こ
の
内
5
百
万
円
を
減
債
積

立
金
に
、
2
千
万
円
を
建
設
改
良
積

立
金
に
、
そ
れ
ぞ
れ
積
み
立
て
、
残

り
3
9
8
万
4
千
1
2
4
円
を
繰
越

利
益
剰
余
金
と
し
て
繰
越
す
る
も
の

で
す
。

令
和
5
年
度
松
茂
町
下
水
道 

特
別
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金 

�

の
処
分
に
つ
い
て

地
方
公
営
企
業
法
第
32
条
第
2
項

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
5
年
度
松
茂

町
下
水
道
特
別
会
計
未
処
分
利
益
剰

余
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
5
年
度
松

茂
町
下
水
道
特
別
会
計
決
算
に
伴
い

生
じ
ま
し
た
剰
余
金
を
処
分
す
る
も

の
で
す
。

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
当
年
度
末

残
高
は
1
億
9
千
6
6
2
万
4
千
16

円
で
、
こ
の
内
減
債
積
立
金
と
建
設

改
良
積
立
金
に
、
そ
れ
ぞ
れ
1
千
万

円
を
積
み
立
て
、
ま
た
、
資
本
金
に

1
千
1
1
5
万
3
千
3
5
5
円
を
組

入
、残
り
1
億
6
千
5
4
7
万
6
6
1

円
を
繰
越
利
益
剰
余
金
と
し
て
繰
越

す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
繰
越
利
益
剰
余
金
の
内
、

8
千
5
0
0
万
円
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
6
年
度
下
水
道
事
業
収
益

的
収
入
が
収
益
的
支
出
に
対
し
て
不

足
す
る
額
を
補
て
ん
す
る
も
の
で

す
。令

和
6
年
度
松
茂
町
一
般
会
計 

�

補
正
予
算
（
第
2
号
）
所
管
分

歳
入
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
化
促

進
事
業
補
助
金
で
5
0
0
万
円
の
増

額
は
、
耐
震
改
修
に
係
る
県
補
助
金

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

現
行
の
耐
震
化
工
事
に
係
る
補
助

金
は
、
上
限
1
0
0
万
円
で
し
た
が
、

こ
の
度
の
県
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

3
年
間
に
限
り
、
県
補
助
の
上
限
を

50
万
円
上
乗
せ
し
、
75
万
円
か
つ
市

町
村
と
同
額
と
し
た
た
め
、
町
も
県

と
同
様
の
補
助
を
行
う
こ
と
と
な

り
、
国
・
県
・
町
合
わ
せ
て
、
最
大

2
0
0
万
円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
住
宅
政
策

費
、
負
担
金
、
補
助
及
び
交
付
金
1

千
万
円
の
増
額
補
正
は
、
歳
入
で
の

説
明
の
と
お
り
、
耐
震
改
修
に
係
る

補
助
金
の
上
乗
せ
補
助
を
行
う
た
め

の
補
正
で
、
10
件
分
を
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
特
別
会
計
の

執
行
見
込
み
に
伴
い
、
一
般
会
計
か

ら
の
補
助
金
1
9
5
万
6
千
円
を
増

額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

令
和
6
年
度
松
茂
町
長
原
渡
船

運
行
特
別
会
計
補
正
予
算 

�

（
第
1
号
）

歳
入
で
は
、前
年
度
繰
越
金
1
9
4

万
6
千
円
を
増
額
補
正
し
、
歳
出
で

は
、
予
備
費
と
し
て
歳
入
と
同
額
を

増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

令
和
6
年
度
松
茂
町
水
道
特
別 

�

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

4
月
以
降
の
人
事
異
動
に
伴
い
、

人
件
費
1
4
2
万
7
千
円
を
減
額
補

正
す
る
も
の
で
す
。

令
和
6
年
度
松
茂
町
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

4
月
以
降
の
人
事
異
動
に
伴
い
、

人
件
費
総
額
1
9
5
万
6
千
円
を
増

額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

能登半島地震で倒壊した住宅

まつしげ町議会だより　2024.11　第 98 号7
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教
育
民
生

教
育
民
生

教
育
民
生

教
育
民
生		

常
任
常
任
委
員
会

委
員
会

　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
長
　

米
田
　
利
彦

松
茂
町
行
政
手
続
に
お
け
る 

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め 

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る 

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の 

利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の 

提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を 

�

改
正
す
る
条
例

主
な
内
容
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ

の
移
行
に
伴
い
、
重
度
心
身
障
が
い

者
等
医
療
費
及
び
子
ど
も
は
ぐ
く
み

医
療
費
の
助
成
事
務
に
お
い
て
、
利

用
す
る
特
定
個
人
情
報
「
医
療
保
険

給
付
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の
」
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

松
茂
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
令
和
6
年
12
月
2
日
以
降
、

現
行
の
被
保
険
者
証
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
町
の
国
民
健
康
保
険

条
例
に
お
い
て
も
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
被
保
険

者
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

「
被
保
険
者
証
及
び
被
保
険
者
資
格

証
明
書
」を「
資
格
確
認
書
等
」に
改

め
る
規
約
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

令
和
6
年
度
松
茂
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）
所
管
分

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
別
会
計
に
お
け
る
令
和
5
年
度

分
の
精
算
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る

一
般
会
計
へ
の
返
納
金
で
介
護
保
険

特
別
会
計
繰
越
金
返
納
金
6
1
5
万

3
千
円
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
繰
越
金
返
納
金
3
1
7
万
2
千

円
を
増
額
補
正
、
並
び
に
新
型
コ
ロ

ナ
定
期
接
種
ワ
ク
チ
ン
確
保
事
業
に

対
す
る
助
成
金
で
1
千
8
2
6
万
円

を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
教
育
費
県
委
託
金
26
万
円

の
増
額
は
、
松
茂
中
学
校
と
喜
来
幼

稚
園
で
取
り
組
む
、
消
費
者
教
育
事

業
の
活
動
に
対
す
る
県
か
ら
の
委
託

金
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
児
童
福
祉

総
務
費
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
送
迎

支
援
事
業
補
助
金
1
4
0
万
円
の
増

額
は
、
現
在
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を

委
託
し
て
お
り
ま
す
指
定
管
理
者
が

自
主
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
「
学
校
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
送

迎
事
業
」
に
対
す
る
補
助
金
で
あ
り

ま
す
。

昨
今
の
人
件
費
の
上
昇
な
ど
経
済

情
勢
に
よ
り
、
こ
の
事
業
運
営
の
継

続
が
憂
慮
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
松
茂
町
と
し
て

も
こ
の
事
業
の
継
続
を
支
援
す
る
た

め
補
助
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
予
防
費
、
予
防
接
種
委
託

料
7
8
8
万
円
の
増
額
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
に
対
す
る
費
用
で
、
国
か
ら
の
接

種
費
用
の
見
込
み
単
価
が
7
千
円
か

ら
1
万
5
千
3
0
0
円
と
上
昇
し
た

た
め
、
そ
の
差
額
を
増
額
補
正
す
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
教
育
費
、
幼
稚
園
管
理
費
、

施
設
型
給
付
費
及
び
施
設
等
利
用
費

併
せ
て
5
0
0
万
円
の
減
額
は
、
い

ず
れ
も
、
当
初
見
込
み
人
数
よ
り
少

な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
事
項

Q	

民
間
事
業
者
が
送
迎
す
る
際
に
、

事
故
を
見
越
し
た
訓
練
な
ど
は

行
っ
て
い
ま
す
か
。

A	

民
間
事
業
者
に
送
迎
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
す
る
よ
う
依
頼
し
、

作
成
し
た
送
迎
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
6
年
度
松
茂
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
介
護
給
付

費
国
庫
負
担
金
7
5
6
万
円
の
増
額

で
、
令
和
5
年
度
の
介
護
給
付
費
額

が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
国
か
ら

過
年
度
分
の
負
担
金
が
追
加
交
付
さ

れ
る
も
の
で
す
。
次
に
、
前
年
度
繰

越
金
7
2
9
万
4
千
円
の
増
額
は
、

実
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
居
宅
介
護

給
付
費
1
千
万
円
の
増
額
で
、
今
年

度
に
お
い
て
、
今
後
も
給
付
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。次

に
、
令
和
5
年
度
分
介
護
保
険

事
業
費
の
精
算
に
伴
い
、
国
な
ど
へ

の
返
納
金
1
千
40
万
6
千
円
を
増
額

補
正
す
る
も
の
で
す
。

令
和
6
年
度
松
茂
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
前
年
度
繰

越
金
1
千
92
万
9
千
円
の
増
額
補
正

で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
7
7
5

万
7
千
円
、
一
般
会
計
繰
入
金
返
還

金
3
1
7
万
2
千
円
の
増
額
補
正
を

す
る
も
の
で
す
。
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財
政
の
弾
力
性
及
び
硬
直
性
を
判

断
す
る
経
常
収
支
比
率
は
83・
4
％

と
前
年
度
よ
り
4・
5
ポ
イ
ン
ト
上

が
っ
て
い
ま
す
。
通
常
80
％
を
越
え

る
場
合
は
、
財
政
構
造
は
弾
力
性
を

欠
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後

財
政
運
営
上
、
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め

て
下
さ
い
。

各
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
町
税
と

同
様
、
厳
正
・
的
確
な
対
応
に
よ
り
、

滞
納
額
の
圧
縮
を
図
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。

予
算
決
算

予
算
決
算

予
算
決
算

予
算
決
算		

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

　
　
　
　
予
算
決
算
特
別
委
員
長
　

佐
藤
　
道
昭

付
託
さ
れ
た
認
定
7
件
は
、
原
案

ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
令
和
5
年
度
一
般
会
計

決
算
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
い
た
し

ま
す
。
令
和
5
年
度
一
般
会
計
の
決

算
は
、
歳
入
71
億
7
千
3
3
7
万
円
、

歳
出
69
億
8
千
3
3
0
万
円
で
歳
入

歳
出
差
引
額
は
、
1
億
9
千
0
0
7

万
円
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
8
9
6
万
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
は
1
億
8
千
1
1
1
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
表
1
、
表
2

を
ご
覧
下
さ
い
。

次
に
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決

算
状
況
に
つ
い
て
は
、
表
3
を
ご
覧

下
さ
い
。

次
に
基
金
及
び
地
方
債
の
状
況
に

つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

基
金
の
令
和
5
年
度
末
（
R
6・

5・
31
）
の
現
在
高
は
、
44
億
7
千

80
万
3
千
円
で
、
令
和
4
年
度
末
よ

り
、
8
千
5
8
4
万
4
千
円
増
加
し

て
い
ま
す
。

各
基
金
の
明
細
は
、
年
度
間
の
財

源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
の

「
財
政
調
整
基
金
」
が
、
18
億
5
千

26
万
4
千
円
で
、
41・
4
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
主
な
基
金
と

し
て
、「
生
活
環
境
整
備
基
金
」
が

9
億
3
千
1
0
1
万
9
千
円
、「
公

共
施
設
更
新
等
準
備
基
金
」
が
10
億

1
千
4
0
5
万
5
千
円
、「
大
規
模

災
害
対
策
基
金
」
が
3
億
70
万
2
千

円
、「
減
債
基
金
」
が
2
億
2
千

6
6
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
地
方
債
に
つ
い
て
で
す
が
、

令
和
5
年
度
中
に
返
済
し
た
額
（
利

子
を
含
む
）
は
、
1
億
5
千
2
4
6

万
5
千
円
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
結

果
、
令
和
5
年
度
末
の
借
入
現
在
高

は
、
34
億
5
千
7
6
5
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

町
全
体
で
の
地
方
債
の
残
高
は
、

水
道
特
別
会
計
及
び
下
水
道
特
別
会

計
の
合
計
37
億
5
千
8
5
7
万
2
千

円
を
加
え
72
億
1
千
6
2
2
万
2
千

円
と
な
り
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
1
千

5
8
5
万
9
千
円
の
減
額
で
あ
り
ま

す
。

令
和
5
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
に
つ
い

て
、
関
係
諸
帳
簿
、
証
拠
書
類
等
と

照
合
し
た
結
果
、
収
支
計
数
は
正
確

で
あ
り
、
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
も

適
正
な
も
の
と
認
め
ま
す
。

決
算
審
査
で
付
さ
れ
た
意
見

た
だ
し
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、

一
層
の
努
力
を
望
み
ま
す
。

一
般
会
計
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

歳
入
に
お
い
て
前
年
度
よ
り
約
2
億

1
千
7
0
0
万
円
、
3・
1
ポ
イ
ン

ト
増
、
歳
出
は
約
2
億
6
千
1
0
0

万
円
、
3・
9
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
前
年
度
と
比
較
し
て
増

加
し
た
理
由
は
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
改
修
事
業
費
が
約
3
億
3
千

7
0
0
万
円
、
及
び
防
災
行
政
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
事
業
の
た
め
に
起
債
し

た
地
方
債
の
元
本
償
還
が
今
年
度
か

ら
は
じ
ま
り
、
公
債
費
の
増
加
に
よ

り
、
義
務
的
経
費
を
押
し
上
げ
た
の

が
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

各
年
度
に
お
い
て
国
庫
補
助
事
業

等
に
よ
り
増
減
は
あ
り
ま
す
が
、
令

和
5
年
度
に
お
い
て
は
、
歳
入
及
び

歳
出
の
増
額
割
合
は
、
歳
出
の
方
が

0・
8
ポ
イ
ン
ト
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。実

質
収
支
額
は
、1
億
8
千
1
1
1

万
3
千
6
4
0
円
（
前
年
度
2
億
2

千
2
5
5
万
2
千
1
2
3
円
）
の
前

年
対
比
4
千
1
4
3
万
8
千
4
8
3

円
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
税
の
収
納
額
は
、
約
8
千

4
0
0
万
円
増
加
し
、
徴
収
率
98・

6
％
（
前
年
度
97・
9
％
）
と
、
高

い
徴
収
率
を
維
持
で
き
て
い
ま
す
。

滞
納
繰
越
分
の
収
納
未
済
額
は
約
2

千
8
0
0
万
円
（
前
年
度
約
3
千

6
0
0
万
円
）
で
、
約
8
0
0
万
円

減
少
し
、
適
正
な
滞
納
処
分
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
も
滞
納
の
圧

縮
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

決
算
審
査
は
、
議
会
が
決
定
し
た
予
算
が
適
正
に
執

行
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
と
と
も
に
、
住

民
に
か
わ
っ
て
行
政
効
果
を
検
証
す
る
も
の
で
す
。

町
長
か
ら
監
査
委
員
の
意
見
を
つ
け
て
提
出
さ
れ
た

7
会
計
の
決
算
認
定
は
、
第
3
回
定
例
会
に
お
い
て
全

て
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

監査委員
・日根啓一
・立井武雄

令
和
令
和
55
年
度
各
会
計
の
決
算
を
認
定

年
度
各
会
計
の
決
算
を
認
定

令
和
5
年
度
各
会
計
の
決
算
を
認
定
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令
和
5
年
度
市
町
村
交
付
金
（
社

会
保
障
財
源
化
分
）
が
充
て
ら
れ
る

社
会
保
障
施
策
経
費
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
令
和
5
年
度
の
地
方
消
費
税

交
付
金
は
3
億
7
千
3
5
8
万
6
千

円
で
、
率
に
し
て
1・
4
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
社
会
保
障

財
源
化
分
は
1
億
8
千
6
7
0
万
6

千
円
の
交
付
が
あ
り
、
障
害
者
福
祉

費
に
7
千
3
0
9
万
6
千
円
、
児
童

福
祉
総
務
費
に
1
億
1
千
3
6
1
万

円
を
充
当
し
ま
し
た
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会報

告
報
告

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会報

告
報
告

令
和
6
年
9
月
4
日
に
町
議
会
議

員
、
町
長
は
じ
め
担
当
課
職
員
出
席

の
も
と
、
町
づ
く
り
に
関
わ
る
重
要

事
項
に
つ
い
て
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

協
議
事
項

⑴
松
茂
町
ほ
か
二
町
競
艇
事
業
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

⑵
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

補
助
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

⑶
令
和
6
年
度
導
・
配
水
管
布
設

替
工
事
そ
の
1
及
び
そ
の
2
（
広

島
地
区
）
に
つ
い
て

⑷
公
有
水
面
の
埋
立
て
に
つ
い
て

⑸
喜
来
小
学
校
空
調
改
修
工
事
に

つ
い
て

表 3　特別会計・企業会計の決算状況

名称 国民健康保険 
特別会計

介護保険 
特別会計

後期高齢者医療 
特別会計

長原渡船運行 
特別会計

歳入決算額 15 億 6,893 万円 11 億 4,878 万円 2 億 3,346 万円 1,508 万円
歳出決算額 15 億 3,938 万円 11 億 137 万円 2 億 2,253 万円 1,252 万円

名称 水道特別会計 
（収益的収支）

水道特別会計 
（資本的収支）

下水道特別会計 
（収益的収支）

下水道特別会計 
（資本的収支）

歳入決算額 3 億 9,976 万円 2 億 2,213 万円 4 億 6,406 万円 2 億 8,897 万円
歳出決算額 3 億 5,766 万円 3 億 8,181 万円 3 億 6,556 万円 3 億 1,280 万円

(単位：千円)
表１　令和５年度一般会計款別歳入表

(単位：千円)
表２　令和５年度一般会計目的別・性質別歳出表

歳出総額　６９億８,３２９万８,８３５円 歳入総額　７１億７,３３７万６,８７３円

町税
2,842,217
39.6%

地方消費税
交付金
373,586
5.2%

法人事業税
交付金
52,021
0.7%

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金
207,587　2.9%

特定防衛施設周辺
整備調整交付金
81,494　1.1%

地方特例交付金
11,258　0.2%

地方交付税
643,226
  9.0%

分担金及び負担金
39,138　0.5%

使用料及び手数料
81,867　1.1%

国庫支出金
1,054,979
14.7%

寄付金
72,013
1.0%
繰入金
382,497
5.3%
繰越金
233,633
3.3%
諸収入
220,830
3.1%

町債
239,700
3.3%

その他
637,330.873
8.9%

総務費
1,407,449
20.2%

民生費
1,941,117
27.8%

衛生費
705,378
10.1%

農林水産業費
125,235　1.8%

商工費
63,316　0.9%

土木費
316,255　4.5%
消防費
271,053　3.9%
教育費
1,160,964　16.6%
公債費
152,465　2.2%諸支出金

758,947　10.9%
その他
81,119.835　1.2%

人件費
1,140,240
16.3%

物件費
1,484,689
21.3%

扶助費
1,263,634
18.1%

維持補修費
88,691　1.3%

補助費等
1,145,812
16.4%

公債費
151,208
2.2%
積立金
463,731
6.6%
投資及び
出資金等
ー
0.0%
繰出金
558,365
8.0%

投資的経費
686,929
9.8%
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■埼玉県越谷市議会
１．テーマ：「トイレトレーラーの導入について」
２．内容：
埼玉県越谷市では、埼玉県初となるトイレトレーラーを令和4年に購入していた。災害時の

利用を想定して作られた移動設置型のトイレで、4基の様式トイレと貯水タンクを備えており、
水洗式で稼働します。また、ソーラーパネルを搭載しており、停電時でも照明や換気扇なども
使用でき、長期の仕様が可能です。
能登半島地震により被災した石川県珠洲市に約6 ヵ月間トイレトレーラーを派遣したとの説

明を受けました。避難所におけるトイレの確保を考える上で大変参考になりました。
会議終了後、近くの消防署で保管しているトイレトレーラーを見学にいきました。

■埼玉県春日部市
１．テーマ：�「地底に眠る巨大洪水対策施

設事業」 
首都圏外郭放水路（防災地下神殿）

２．内容：
埼玉県の中川・綾瀬川流域は、昔から浸

水被害に悩まされてきた地域であり、利根
川、荒川、江戸川といった大河川に囲まれた
お皿のような低い地形で、河川の勾配が非常
に緩やかなため水が流れにくいといった特
徴がありました。この洪水被害を軽減するた
め、国営の地下放水路が造られており、今回
の見学は非常に参考になりました。

行政視察レポート

■神奈川県横須賀市議会
１．テーマ：「書かない窓口について」
２．内容：
市役所窓口における住民異動手続きなどの簡素化を目的に導入した「書かない窓口」の取組

が評価され総務大臣から表彰されています。
引っ越しの手続きにおいてウェブ上で質問に
答えていくことで、自分に必要な手続きが分
かるサービスとオンライン上で申請書が作成
できるサービスを導入し、簡単に申請書が作
成できる等、繁忙期の待ち時間が短縮され、
住民の暮らしの利便性と豊かさの向上を実践
しており、参考になりました。 横須賀市議会視察状況

防災地下神殿見学

行政視察レポート
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　松茂町議会では、「松茂町議会議員政治倫理規程」を制定いたしました。
　こちらの議会だよりには主な内容についてのみ掲載させていただきます。

（目的）
第１�条　この規程は、町政が町民の厳粛な信託によるも

のであることを認識し、その受託者たる町議会議員
( 以下「議員」という。) が町民全体の奉仕者として、
その倫理性を自覚し、いやしくもその地位による影
響力を行使して、町民から疑惑を招かないよう町条
例・規則等を遵守するために、必要な措置を定める
ことにより、町政に対する町民の信頼に応えるとと
もに、町民が町政に対する正しい認識と自覚を持ち、
公正で開かれた民主的な町政の発展に寄与すること
を目的とする。

( 議員の責務 )
第２�条　議員は、町民の信頼に値する倫理性を自覚し町

民に対し、自ら進んでその高潔性を明らかにしなけ
ればならない。

( 町民の責務 )
第３�条　町民は、自らも町政を担い、公共の利益を実現

する自覚を持ち、議員に対し、その地位による影響
力を、行使させるような働きかけを、行ってはなら
ない。

２　�前項に規定する働きかけは、次に掲げるものをいう。
　⑴�　町職員 ( 会計年度任用職員、特別職非常勤職員及

び臨時的任用職員を含む。以下同じ。) 採用に関して
の推薦、紹介の依頼

　⑵�　町発注工事の指名依頼
　⑶�　下請業者の選定依頼
　⑷�　使用資材等の購入の指名依頼
　⑸�　道義的批判を受けるおそれのある寄附行為の要求
　⑹�　その他飲食の供与等社会通念上、疑惑を持たれる

行為の要求
( 政治倫理基準 )
第４�条議員は、次に掲げる政治倫理基準を遵守しなけれ

ばならない。
　⑴�　町民全体の代表者として品位と名誉を損なうよう

な一切の行為を慎み、その職務に関して不正等の疑
惑を持たれるおそれのある行為をしないこと。

　⑵�　町民全体の代表者として、常に人格と倫理の向上
に努め、その地位を利用していかなる金品も授受し
ないこと。

　⑶�　町が行う許可、認可又は工事等の請負契約、下請
工事、業務委託契約及び一般物品納入契約等に関し
て特定業者を推薦又は、紹介するなど有利な取り計
らいをしないこと。

　⑷�　町職員の公正な職務執行を妨げ、その権限又は地
位による影響力を不正に行使するよう働きかけない
こと。( ただし、住民の要望を職員等に伝えることを
妨げない )

　⑸�　町職員の採用に関して、推薦又は紹介をしないこ
と。

　⑹�　町職員の昇格、異動その他人事について関与しな
いこと。

　⑺�　町から補助金等の直接交付を受けている団体を代
表する役員に就任しないこと。（ただし、既に団体を
代表する役員に就任している者は、新たに就くこと
を辞退しなければならない。）

　⑻�　政治活動に関して企業、団体等から寄附等を受け
ないこととし、その後援団体についても道義的批判
を受けるおそれのある寄附等を受けないこと。

　⑼�　地域行事の参加費負担に当たっては、寄附行為の
疑念を抱かせないよう実費相当額の負担を徹底し、
議会は行事主催者に対して、その理解を求めるよう
努めること。

２　�議員は、政治倫理に反する事実があるとの疑惑を持
たれたときは、自ら潔い態度を持って、その責任を
明らかにしなければならない。

３　�前2項に定めるもののほか、議員は、町民の信頼に
値するより高い倫理義務に徹し、政治不信を招く公
私混同を絶ち、常に清廉で、すべての言動が町民の
注視の下にあることを認識して行動し、町行政と直
接関連する自治会を代表する役員には就任しないこ
と。

（ 詳細はホームページに掲載しております。）

「松茂町議会議員政治倫理規程」を制定「松茂町議会議員政治倫理規程」を制定
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